2013年5月度　つぎ夢研究会定例会議事録
２０１３年５月２６日（日）１７：３０～２０：１５
司会：小杉先生
■一般連絡事項（高久先生）
・つぎ夢は来ている人が主役というコンセプトで実施している。この会をもっと魅力的にするためにアンケートを実施するので、定例会の終了までにアンケート用紙を提出してほしい。

■部活報告

ゴルフ部活動報告（高田先生）
	・第２回つぎ夢ゴルフコンペを４月２１日に実施。今回は、富士屋ホテル仙石ゴルフコースという名門コースでコンペを実施した。

・ゴルフ部はフェイスブックで連絡を取り合っているので、初心者の質問にもベテラン部員がわかりやすく答えてくれる。

・診断士にとってのゴルフの必要性。本音のコミュニケーションができる。

・第３回コンペは、６月８日か６月２２日に実施予定。
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■強みプレゼンリレー
①発表者： 重村先生　→　次回発表者：遠山先生
	・奈良県出身。茅ヶ崎在住。

・自動車会社で購入部品予算設定業務に従事。
・趣味はボウリングやフットサルなど多数。

・体が丈夫で、中学高校で年間皆勤賞。

・安心感を与える人柄である。

・コスト低減提案力、説明説得力、グローバル対応力などの強みがある。

・今後の目標は、自分の幅を広げ、診断士の仲間と何か行動したい。
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②発表者：潮見先生　→　次回発表者：後藤先生
	・山口県岩国市出身。鎌倉在住。現在ＩＴ商社に勤務。

・中小企業向けの総合生産管理システムの開発に関わっている。

・２０社の中小企業に生産管理の導入コンサルティングを行ってきた。

・ニーズ抽出→製品企画・開発→販売・導入といった生産革新の企画立案も行っている。

・生産革新開発プロジェクトでプロジェクトマネジメントを行っている。

・強みは、業務改善の支援と、プロジェクトマネジメント。

・７月に独立予定。
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③発表者：松苗先生　→　次回発表者：鵜澤先生
	・電機メーカー勤務。
・主な仕事実績としては、財務分析、売上損益計算システム業務側リーダー、収益認識基準対監査法人交渉窓口、など。

・強みは、財務諸表、体力・精神力、システムの理解、ＰＪ管理、会計の理解、交渉、制度化、など。

・法学部出身、ＴＯＥＩＣは８４０点、元高校球児。

・趣味は、旅行、食べること、読書。

・国や地域に貢献できる人材を目指したい。

・今年の目標は、自分の強みを意識して自分をブランディング。
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■補助金説明

創業補助金について（宮下先生）
	・創業予定者が認定支援機関の支援を受けて申請すれば、補助金を受けることができる制度。

・補助額は地域需要で２００万円、第二創業で５００万円、海外需要で７００万円。補助率は２／３。
・診断士のメリットは、事業主と継続的な関係を築けること。

・創業者のメリットは、事業計画作成への誘因。

・注意点は、金融機関支援が必須。補助金は精算払い。５年間の報告義務。

・創業者の定義は、地域需要と海外需要は平成２５年３月２３日以降の操業予定。第２創業は平成２４年９月２３日以降の事業承継予定。

・第二創業の対象は、後継者が代表取締役になることと、日本産業分類細分類の変更が条件となる。
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■特別講演会

「元警視庁刑事が語るプロコン生き残り戦術！」（坂上先生）
	・現在、弁護士の２割が１００万円以下という現実がある。

・資格を持っているだけで独立は厳しい。
・警察官から、経営者へ。そして経営悪化から専門家アドバイスを仰いだときに、「経営は５つ重要なことがある。財務、生産技術、マーケティング、組織、戦略を立てることだ」と言われ、勉強をはじめた。

・プロコンの分類は、①資格受験校講師型、②研修セミナー講師型、③計画策定型、④実行支援型。

・どこかの分類に軸を持って活動し、その他をサブとするのがよい。

・研修セミナー講師に必要なものはブランド。

・計画策定型に必要なものは行政機関からの信頼と実績。

・実行支援型は、経営革新の必要性、経営革新の手法で４つのマトリクスができる。

・必要性を感じている×手法を知らない象限は、小～中堅コンサル会社が対応しているが、レッドオーシャン。

・必要性を感じている×手法を知っている象限は、さらなる高い目標を実現するためのアドバイスを求めるゾーン。大手コンサル会社が対応。

・必要性を感じていない×手法を知らない象限が、独立したプロコンが狙うところ。

・今求められるプロコンの能力。①コミュニケーション能力、②問題分析能力、③専門家のネットワーク＝会計士、弁護士、弁理士、社労士。

・企業はリーダーの資質以上に大きくはならない。だから経営者に変わってもらわなくてはならない。

・７Ｓモデルで、変えるべきではないところを変えて、かえって悪くなってしまうところがある。

・今経営者に求められることは、この人と一緒にいれば幸せになれるという魅力。そして、守るべきことを守り、変えるべきことを変える能力。
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■その他（高久先生）
・つぎ夢役割担当の引き継ぎに関して。
■次回日程　２０１３年７月２１日（日）
以上
